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八女黒木大藤まつり
子育てを応援します
Ｈ28年度各種補助金のご案内
公共交通をご利用ください
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新型コロナウイルスの影響で、私たちの生活や経済
には計り知れないほどの影響が生じています。
しかし、どのような困難な状況にあろうとも、私たち
は、お互い支え合って生きていることを、改めて気
付かされています。
八女市田崎廣助美術館では、大事な人へ、日ごろ言
葉にできない人へ思いを伝えようとはがき絵を募集。
「今だから、ありがとうの気持ちをはがき絵に託して
みませんか」の呼びかけに、たくさんの「ありがとう」
が届けられました。
※はがき絵は八女市田崎廣助美術館のホームページの中
で紹介されています。八女市田崎廣助美術館 検索
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新型コロナウイルス感染症関連
令和2年度八女市職員採用試験案内
梅雨時 の災害に注意！
子育て世帯へ臨時特別給付金支給
6月は環境月間

あ
り
が
と
う
を

伝
え
た
く
て
。

 

記事は5月20日時点で制作しています。掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡大防止
のため、変更になる場合があります。市ホームページ、または問い合わせ先で確認してください。 詳しくは

こちら
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☎２４・３３１１ Q kenkosuishin@city.yame.lg.jp
　設置場所：八女文化会館１階 多目的ホール連 絡 先

① 特別定額給付金（市民 1 人 10 万円給付）
② 八女市新型コロナウイルス感染症対策事業所応援金
  　（がんばるバイ八女応援金）事業者へ 10 万円交付
　その他、事業者向け支援に関すること
③ 感染症に関すること、患者発生に関すること

　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける市
内事業所の活性化・支援を目的として、応援金
を交付します。
◦対象＝八女市内事業者
◦応援金＝ 10 万円
◦提出方法＝郵送
※申請書は八女市のホームぺージに掲載してい
ます。また、市役所本庁・支所・八女商工会議所・
八女市商工会に設置しています。

　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に基
づき、給付金が給付されます。
◦対象＝八女市の住民基本台帳に記録されてい
る人
◦基準日＝令和２年４月 27 日
◦給付金＝ 1 人当たり10 万円
◦申請方法＝郵送もしくはオンライン申請
※申請書は八女市から世帯主あてに郵送してい
ます。同封の返信用封筒で郵送申請してくださ
い。マイナンバーカードをお持ちの人は、オン
ラインでの申請もできます。

①　特別定額給付金 ②八女市新型コロナウイルス
　感染症対策事業所応援金
　（がんばるバイ八女応援金）

八女文化会館での相談・
問い合わせ内容
※その他の内容は、5月 15日に
配布している「新型コロナウイル
ス感染症に伴う支援一覧」の問
い合わせ先にお願いします。

　

新
た
な
目
安
で
は
「
37
度
５
分
以
上

が
４
日
間
続
く
」
と
い
う
基
準
が
見
直

さ
れ
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
す
ぐ
に
「
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
息
苦
し
さ
や
強
い
だ
る
さ
、
高
熱
な
ど

の
強
い
症
状
が
あ
る
場
合

▼
重
症
化
し
や
す
い
人
で
比
較
的
軽
い

風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合

▼
右
記
以
外
の
人
で
比
較
的
軽
い
風
邪

の
症
状
が
続
く
場
合
（
４
日
以
上
続
く
）

　
『
高
熱
』
か
ど
う
か
は
自
分
の
平
熱

を
踏
ま
え
た
上
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
強
い
症
状

だ
と
思
う
場
合
は
す
ぐ
に
相
談
を
し
ま

し
ょ
う
。
悪
寒
、
筋
肉
痛
、
の
ど
の
痛
み

等
の
風
邪
症
状
の
他
に
味
覚
や
嗅
覚
の

異
常
と
い
っ
た
症
状
が
出
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
軽
い
風
邪
症
状
で
も
急

に
息
苦
し
く
な
っ
た
、胸
の
痛
み
が
あ
る
、

顔
色
が
明
ら
か
に
悪
い
、
も
う
ろ
う
と
し

て
い
る
な
ど
、
急
に
症
状
が
悪
化
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
異
常
を

感
じ
た
場
合
に
は
、
医
療
機
関
に
直
接

行
か
ず
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
先
＝
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
４
４・６
８・５
２
２
４（
月

～
金
） ☎
０
９
２・４
７
１・０
２
６
４（
夜

間
、
休
日
）

新
た
な
相
談
・
受
診
の
目
安
の

基
準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
た
緊
急
事

態
措
置
の
中
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
る
こ
と
や
事
業
者
の
方
へ
の
休
業
要

請
、
営
業
時
間
の
短
縮
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
日

常
を
取
り
戻
し
て
い
く
、
そ
し
て
、
新

た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
感
染
防
止
の
三
つ
の

基
本
で
あ
る
「
身
体
的
距
離
の
確
保
」

「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
手
洗
い
」
な
ど
感

染
拡
大
を
予
防
す
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
実
践
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
の
感
染
拡
大
を
ま
ね
か
な
い
た

め
に
、
一
人
一
人
の
行
動
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き

続
き
、
感
染
防
止
策
を
十
分
に
講
じ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
外
出
自
粛
、
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
や
休
業
要
請
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
緊
急
事
態
措
置
に
よ
り
、
地
域
の
経

済
は
多
大
な
影
響
を
受
け
、
大
変
、
厳

し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

八
女
市
に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
八
女
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
）

新型コロナウイルス感染症に関する相談･支援窓口

緊
急
事
態
措
置
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
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現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に
係

る
、
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
市
内
外

か
ら
広
く
募
っ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
寄
附
金
の
使
い
道
は
、

市
内
全
事
業
所
へ
の
支
援
お
よ
び
感
染
対
策
用
衛
生
用
品

の
購
入
な
ど
、
八
女
市
独
自
の
取
り
組
み
の
財
源
と
し
て
活

用
し
ま
す
。
寄
附
は
、
寄
附
申
込
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」
ま
た
は
「
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
」
か
ら
申
し
込
み
い

た
だ
き
、
寄
附
の
使
い
道
の
選
択
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
八
女
を
離
れ
て
い
る
家
族
や
友
人
な
ど
へ
紹
介
く
だ
さ
い

　

ご
寄
附
に
あ
た
り
、八
女
市
が
必
ず
し
も
「
生
ま
れ
故
郷
」

で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
八
女
を
離
れ
て
い
る
家
族
や

友
人
な
ど
に
、
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

賛
同
い
た
だ
け
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
八
女
市
民
の
皆
さ
ん
も
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
に

対
し
て
寄
附
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、
制
度
上
、
返
礼
品

の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

や
経
済
へ
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
発
展
の
礎
と
な
る
新
庁
舎
の

建
設
に
つ
い
て
は
、基
本
的
な
計
画
は
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

建
設
工
事
の
着
手
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
状
況
や
今
後
の
経
済
情
勢
を
勘
案
し
、
改
め

て
財
政
状
況
を
見
据
え
検
討
す
る
な
ど
、
万
全
の
態
勢
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
出
現
に
伴
い
、
飛
沫

感
染
や
接
触
感
染
、
さ
ら
に
は
近
距
離
で
の
会

話
へ
の
対
策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
日
常
生
活
に

取
り
入
れ
た
生
活
様
式
を
実
践
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
厚
労
省
か
ら
「
新
し
い
生
活
様

式
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の

生
活
で
は
考
慮
し
な
か
っ
た
よ
う
な
場
に
お
い

て
も
感
染
予
防
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
一
人
一
人
が
、
日
常
生
活
の
中
で
「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
の
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
ご
自
身
の
み
な
ら
ず
、
大
事
な
家
族
や
友

人
、
隣
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【買い物】
□ 通販も利用
□ 1人または少人数ですいた時間に
□ 電子決済の利用
□ 計画をたてて素早く済ます
□ サンプルなどの展示品への接触は控えめに
□ レジに並ぶときは、前後にスペース

【娯楽、スポーツ等】
□ 公園はすいた時間、場所を選ぶ
□ 筋トレやヨガは自宅で動画を活用
□ ジョギングは少人数で
□ すれ違うときは距離をとるマナー
□ 予約制を利用してゆったりと
□ 狭い部屋での長居は無用
□ 歌や応援は十分な距離かオンライン

【公共交通機関の利用】
□ 会話は控えめに
□ 混んでいる時間帯は避けて
□ 徒歩や自転車利用も併用する

【食事】
□ 持ち帰りや出前、デリバリーも
□ 屋外空間で気持ちよく
□ 大皿は避けて、料理は個々に
□ 対面ではなく横並びで座ろう
□ 料理に集中、おしゃべりは控えめに
□ お酌、グラス等の回し飲みは避けて

【冠婚葬祭などの親族行事】
□ 多人数での会食は避けて
□ 発熱や風邪などの症状がある場合は
参加しない

□ まめに手洗い・手指消毒　　
□ 咳エチケットの徹底　　
□ こまめに換気
□ 身体的距離の確保　　

□ ３密の回避（密集、密接、密閉）
□ 毎朝体温測定、健康チェック。発熱
または風邪の症状がある場合にはムリ
せず自宅で療養

▼ 日常生活を営む上での基本的生活様式

【感染防止の３つの基本】
① 身体的距離の確保　② マスクの着用　③ 手洗い
　人との間隔はできるだけ 2㍍（最低 1㍍）空ける、会話をする際は、可
能な限り、真正面を避ける。家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけ
すぐに着替える、シャワーを浴びるなど。※高齢者や持病があるような重
症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

【移動に関する感染対策】
　不要、不急の外出を控え、流行地域への移動は控える。
発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモするなど。

▼ 一人一人の基本的感染対策

▼ 日常生活の各場面別の生活様式 ※具体的な行動ができていますか

「新しい生活
様式」が公表
されました

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て     

新
庁
舎
建
設
課

◦
企
画
政
策
課 

企
画
政
策
係
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
金
を
募
集
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◦試験区分・受験資格など

◦
第
１
次
試
験
期
間

7
月
13
日
㈪
か
ら
7
月
26
日
㈰
ま
で

◦
試
験
会
場

全
国
47
都
道
府
県
約
２
０
０
か
所
の
テ

ス
ト
セ
ン
タ
ー

※
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
受
験
と
は
、
設
定

さ
れ
た
受
験
期
間
中
の
都
合
が
良
い
日

時
に
、
都
合
の
良
い
会
場
（
全
国
約
２

０
０
か
所
か
ら
選
択
）
を
予
約
し
、
パ

ソ
コ
ン
で
受
験
す
る
方
法
で
す
。

◦
試
験
科
目

▽
一
般
事
務
Ａ

基
礎
能
力
検
査
（
大
学
卒
業
程
度
）、
事

務
能
力
検
査

※
第
２
次
・
第
３
次
試
験
に
つ
い
て
は
、

試
験
案
内
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

◦
試
験
案
内
請
求
お
よ
び
願
書
提
出
先

〒
８
３
４
ー
８
５
８
５ 

八
女
市
本
町
６

４
７
番
地 

八
女
市
役
所
総
務
部
人
事
課

人
事
係

※
試
験
案
内
は
市
役
所
で
配
布
し
ま
す

が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
試
験
案
内
を
請
求
さ
れ
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、「
採
用
試
験
案
内

請
求
（
試
験
区
分
を
記
入
）」
と
朱
書
き

し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
（
角
形
２
号
、
角
形
20
号
ま
た
は

角
形
Ａ
４
号
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間

6
月
23
日
㈫
ま
で
の
８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
6
月
23
日
㈫
17
時

15
分
ま
で
に
必
着
し
書
類
に
不
備
が
な

い
も
の
に
限
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ

人
事
課
人
事
係
（
☎
２
３
・
２
１
２
９
）

試験区分 採用予定人数 職務の内容 受験資格

一般事務Ａ
（大学卒業程度）

6人
程度

一般行政事務等
に従事 平成3年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人

【志望動機】
かねてより地域密着型の仕事
がしたいという思いがありまし
た。大学卒業後、民間企業へ
の就職を機に再び八女市で生
活するうちに、「地域＝故郷で
ある八女」に携わる仕事がした
いという思いが強くなり、転職
を決めました。

【志望される皆さんへ】
市役所の業務は多岐にわたり
ますが、すべては「八女市をよ
りよいまちにしたい」という思
いでつながっています。幅広い
知識と経験を得て、活かすこと
のできる、とてもやりがいのあ
る仕事ですよ。

【志望動機】
「生まれ育った八女への恩返し」
この気持ちが一番の志望動機
です。さまざまな政策に積極的
に取り組み、さらなる発展をめ
ざす八女市のため少しでも貢
献できればと思いました。

【志望される皆さんへ】
市民の方々と接する機会も多
く、仕事の内容も多岐にわたり
ます。毎日が勉強の日々 ですが、
その分多くの知識や経験を得
ることができ、そしてそのすべ
てが「八女市のため」につな
がります。よりよいまちづくり
に貢献できるよう一緒に頑張り
ましょう！

久間 雄大
平成 28 年度入庁

（一般事務職）

樋口 なつみ
平成 30 年度入庁

（一般事務職）

◦募集職種と採用予定人数
一般事務Ａ（大学卒業程度）
6 人程度
◦採用予定日
令和3年4月1日
◦第１次試験期間
7月13日㈪～ 7月26日㈰
◦申込受付期間
6月23日㈫17時15分（必着）

先輩インタビュー

若
い
力
、

待
っ
て
ま
す
！

令和2年度八女市職員採用試験案内

未来の八女は
君が担う！
一般事務Ａ（大学卒業程度）の八女市
職員採用試験を実施します。一般事務
Ｂ（高校卒業程度）等の職員採用試験
案内は、8 月 1日号に掲載
予定です。
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近
年
、
家
庭
用
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
タ

ン
ク
や
農
業
施
設
等
の
燃
料
導
管
の
劣

化
に
よ
る
亀
裂
か
ら
油
が
漏
れ
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
油
の
流
出
は
土

壌
、
地
下
水
、
河
川
等
を
汚
染
し
、
地

下
水
を
利
用
す
る
人
へ
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
農
水
産
物
へ

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
油
漏
れ
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

油
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
河
川
へ
の
オ

イ
ル
フ
ェ
ン
ス
や
吸
着
マ
ッ
ト
の
設
置

や
汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
回
収
な
ど
産
業

廃
棄
物
処
理
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
処
理
費
用
は
、
す
べ
て

原
因
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
莫

大
な
費
用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
油
漏
れ
事
故
の
原
因
は
、
人
為
的

な
不
注
意
や
導
管
の
劣
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
未
然

の
事
故
防
止
と
初
期
対
応
が
も
っ
と
も

重
要
で
す
。

◎
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合
や
気

付
い
た
場
合
に
は
次
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

▼
八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・
０
１
１

９
）
▼
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
２
３・６
９
６
４
）▼
市
環
境
課（
☎

２
３
・
１
４
６
２
）

油
漏
れ
事
故
に
注
意
を
！

～
日
常
点
検
の
お
願
い

　

各
地
区
で
の
健
診
日
程
の
予
約
を

上
記
の
電
話
番
号
に
お
願
い
し
ま

す
。
後
期
日
程
《
９
月
～
11
月
健
診

（
検
診
）
分
》
の
予
約
は
７
月
１
日

㈬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
今
後
、
日
程
等
を
変
更
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
※
各
地
区
で
の
健
診
は
感
染
予

防
に
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す

◦
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
＝
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
各
地
区

で
の
健
診
の
予
約
が
で
き
ま
す
。　

　
　
　

　
　
　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
６
月
か
ら
の
健
診
（
検
診
）

予
約
等
を
見
合
わ
せ
て
い
る
医
療
機

関
も
あ
る
よ
う
で
す
。
受
診
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
直
接
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
予
約
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
各
地
区
で
の
健

診
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
八
女
市
の
各
地
区
の
健

診
で
も
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
診
に
は
、
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
送
付
さ
れ
て
い

る
「
健
康
診

査
受
診
票
」

と
「
保
険

証
」
が
必
要

で
す
。
希
望

す
る
人
は
ご

予
約
く
だ
さ

い
。

◆新型コロナウイルス感染拡大防止の
　ため、６・７月の健診は延期します
◆８月からの健診予約受付は
　６月10日㈬から開始します

☎23・1167／☎24・9039

令和２年度
住民健診の
お知らせ

※健診（検診）日程等詳しい
内容については、６月1日号の
広報八女と一緒に配布する
「令和２年度住民健診ガイ
本」をご覧ください。

予
約
方
法

個
別
の
医
療
機
関
で
の
健
診

（
検
診
）
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
も
各
地

区
で
の
健
診
で
受
診
で
き
ま
す

◦問い合わせ＝健康推進
課（☎23・1201／☎23・
1352）

ＱＲコードまた
はhttp://yame.
city-hc.jp/ か
らアクセスして
ください。

予約専用電話

健康ポイント
の対象事業

です！
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近
年
、
局
所
的
に
大
雨
を
も
た
ら
す
、

い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
長
期
間
に
わ
た

っ
て
雨
が
降
り
続
く
長
雨
な
ど
の
発
生
が

多
く
な
り
、
冠
水
や
洪
水
、
土
砂
災
害

等
が
発
生
す
る
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
特
に
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
発
生

す
る
と
瞬
時
に
大
き
な
被
害
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
土
砂

災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
時
は
、

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま

す
が
、
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
普
段

と
違
う
異
常
を
感
じ
た
時
は
早
目
の
避

難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
に
対
し
素
早
く
行
動
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

事
前
に
避
難
す
る
場
所
を
確
認
し
、
気

象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
市
か
ら
避

難
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
雨

量
の
情
報
、周
囲
の
前
兆
現
象
に
注
意
し
、

異
変
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
、
自
主
的
に
避
難

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

夜
中
、
周
り
の
状
況
が
確
認
し
づ
ら
い

時
や
、
す
で
に
災
害
が
発
生
し
始
め
て
い

る
よ
う
な
時
は
、
屋
外
を
移
動
す
る
の
は

大
変
危
険
で
す
。
建
物
の
倒
壊
な
ど
の
心

配
が
な
く
、
土
砂
災
害
や
河
川
氾
濫
の
心

配
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
そ
こ
に
留
ま
る

こ
と
が
安
全
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
は
自
宅
の
中
の
2
階
や

が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
比
較
的
安
全

な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
時
な
ど
に
、
住
民
が
避
難
行
動

に
移
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
防
災
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
避
難
情
報
や
気
象
情
報
に
併
せ
て
、

「
警
戒
レ
ベ
ル
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
１
と
２
は
気
象
庁
か
ら
、

警
戒
レ
ベ
ル
３
か
ら
５
は
市
町
村
が
発
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
気
象
情
報

や
防
災
ラ
ジ
オ
の
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
左
上
の
図
「
警
戒
レ
ベ

ル
と
住
民
が
と
る
べ
き
行
動
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

梅
雨
時
期
の

災
害
に
注
意
！

近
年
、
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
多
発
し
、
八
女
市
で
も
、
ま
た
い
つ
大
き
な
災
害
が
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
災
害
が
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
梅
雨
時
期
は
、
大
雨
や
長
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
水
害
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
雨
量
や
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
に
注

意
し
、
避
難
方
法
や
避
難
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
気
持
ち
で
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
行
い
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

大
雨
や
土
砂
災
害
の
発
生
頻
度
が

高
ま
っ
て
い
ま
す

早
め
の
準
備
・
早
め
の
避
難

防
災
情
報
と
警
戒
レ
ベ
ル

　

市
か
ら
、
警
戒
が
必
要
な

気
象
情
報
や
避
難
に
関
す
る

情
報
な
ど
は
、
ま
ず
防
災
ラ

ジ
オ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
は
必
ず
Ａ
Ｃ
ア

ダ
プ
タ
ー
を
コ
ン
セ
ン
ト
に

差
し
て
使
用
し
、
い
つ
で
も

受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
停
電
に
備
え

て
電
池
も
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
エ
リ
ア
ご

と
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
防

災
ラ
ジ
オ
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
、
故
障
し
て
い
る
な
ど

の
場
合
は
、防
災
安
全
課（
旧

八
女
市
）、
お
住
ま
い
の
地

域
の
各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
旧
３
町
２
村
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
梅

雨
時
季
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

あ
わ
て
な
く
て
す
む
よ
う

に
、
早
め
の
確
認
や
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課 

消
防
防
災
係
（
☎
２
３・１
７
３
１
）

消防団の水防訓練

防災ラジオは
設置していますか
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警戒レベル １ ２ ３ ４ ５

気象情報 早期注意情報
（警報級の可能性）

注意報・氾濫注
意情報など

警報・氾濫警戒情報
など

土砂災害警戒情報・氾
濫危険情報など

特別警報・
氾濫発生情報

避難に
関する情報

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告
避難指示（緊急）※

※緊急的または重ねて
避難を促す場合に発令

災害発生情報

住民が取る
べき行動

災害への心構えを
高める
最新の気象情報な
どに注意

避難行動の確認

避難所や避難経
路を再確認

立退き避難が必要な
高齢者等は避難
その他の人は避難の
準備

立退き避難が必要な人
は速やかに避難
※緊急避難

命を守るため
の最善の行動

低 高警戒レベルと住民がとるべき行動

　

梅
雨
期
を
迎
え
る
５
月
下
旬

か
ら
７
月
初
旬
に
か
け
て
、
全

国
各
地
で
大
雨
に
よ
る
自
然
災

害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
近
年
は
、
短
時
間
に

狭
い
範
囲
で
非
常
に
激
し
く
降

る
雨
、
い
わ
ゆ
る
集
中
豪
雨
も

頻
発
し
、河
川
の
急
激
な
増
水
、

道
路
や
住
宅
の
浸
水
と
い
っ
た

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
の
前
兆
と
し
て

は
、
空
が
真
っ
暗
に
な
る
、
雷

鳴
や
稲
妻
が
起
き
る
、
冷
た

い
風
が
吹
き
出
す
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
天
気
予
報
で
「
大

気
の
状
態
が
不
安
定
」「
天
気

の
急
変
」
と
い
っ
た
表
現
が
あ

る
と
き
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　

皆
さ
ん
「
自
分
の
地
域
で

災
害
は
発
生
し
な
い
」「
自
分

の
家
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
今
一
度
、
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行

い
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
防
災
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
災
害
が
起
き
る
前
に
避

難
し
て
自
分
の
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

大
雨
・
土
砂
災
害
対
策
の
基
本
は
情

報
収
集
で
す
。
雨
が
降
っ
て
い
る
時
は
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
気
象

情
報
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン

　

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
に
ｄ
ボ
タ
ン
が
あ

り
ま
す
。
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
八
女
市
の

雨
の
情
報
や
河
川
の
情
報
、
土
砂
災
害
危

険
度
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

　

大
雨
注
意
報
や
警
報
な
ど
の
気
象
情

報
や
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
を
メ

ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
ま
す
。
防
災

メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
Ｈ
Ｐ

か
ら
無
料
で
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

③
気
象
庁　
危
険
度
分
布

　

気
象
庁
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
て
い
る
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報
の
危
険

度
分
布
で
は
、
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
洪

水
の
災
害
発
生
の
危
険
度
を
予
測
し
5

段
階
に
分
け
て
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す

く
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
停
電
情
報

　

九
州
電
力
送
配
電
で
は
、
台
風
な
ど
の

非
常
災
害
や
、
突
発
的
な
原
因
に
よ
る
停

電
が
発
生
し
た
際
に
、
停

電
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
無
料
で
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

気
象
情
報
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

火災・救急・救助  119
事件・事故　　　  110

《防災関連機関》
八女市役所　23・1111
八女県土整備事務所 22・6982
八女消防本部 24・0119
八女警察署 22・5110

《電気関係》
九州電力八女営業所
　　　　　　0120・986・210

《水道関係》　
八女市役所上下水道局 23・1949

《その他》
八女市役所建設課 23・1961
八女市役所農業振興課 23・1118

突
然
の
大
雨
、
集
中

豪
雨
に
備
え
よ
う
！

八
女
消
防
本
部

緊急時の連絡先
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なぜ
なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

　　

わ
か
ば
会
は
、
広
報
八
女
な
ど
の
墨す
み

字じ

（
※
1
）
で
書
か
れ
た
も
の
を
点
字
に
翻
訳

し
、視
覚
障
が
い
者
に
届
け
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
わ
れ

た
点
字
教
室
の
受
講
者
が
、
昭
和
63
年
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
29
名
の
会
員
が
、

月
に
数
回
、
主
に
八
女
市
社
会
福
祉
会
館

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
翻
訳
作
業
は

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
が
、
自
動
で
翻

訳
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
点

字
表
記
特
有
の
ル
ー
ル
（
※
2
）
に
基
づ

い
て
文
章
を
書
き
直
し
、
冊
子
に
ま
と
め

ま
す
。
広
報
八
女
、
議
会
だ
よ
り
、
社
協

だ
よ
り
や
選
挙
案
内
の
ほ
か
、
生
活
に
必

要
な
地
域
の
情
報
を
、
早
く
正
確
に
届
け

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
あ
れ
ば
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
生

活
す
る
た
め
に
必
要
な
、
地
域
の
情
報
が

得
ら
れ
る
媒
体
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
何
度
も
読
み
返
す
こ
と
の
で
き
る

点
字
印
刷
物
の
安
心
感
は
代
え
が
た
く
、

わ
か
ば
会
か
ら
届
く
情
報
を
毎
回
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
幼
い
頃
に

視
力
を
失
く
し
た
た
め
、
身
の
回
り
の
こ

と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
で
は
家
で
料

理
も
作
り
ま
す
。
仕
事
も
、
家
族
の
助
け

を
借
り
な
が
ら
、
白
杖
を
つ
き
、一
人
で
バ

ス
・
電
車
を
乗
り
継
い
で
市
外
へ
通
勤
し

て
い
ま
す
。
街
の
一
部
に
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
や
音
響
式
の
信
号
な
ど
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
知
ら
な
い
街
を
一
人
で
出
歩
く

こ
と
は
、
家
族
の
助
け
な
し
に
は
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。

　

わ
か
ば
会
の
活
動
や
点
字
印
刷
物
は
、

視
覚
障
が
い
者
が
社
会
に
参
加
し
、
豊
か

な
日
常
を
送
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
平
成
28
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障
害

は
本
人
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
の
側
に

あ
り
、
そ
の
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
を
私

た
ち
に
求
め
て
い
ま
す
。
使
う
人
に
配
慮

し
た
環
境
の
整
備
と
、
困
っ
て
い
る
人
を

見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
助
け
合
う
こ
と
。

こ
の
両
方
で
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ

る
社
会
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
1
…
点
字
に
対
し
て
の
活
字
の
こ
と
。

※
2
…
点
字
で
は
、「
砂
糖
（
さ
と
う
）」
は
「
さ

と
ー
」、「
こ
れ
は
」
は
「
こ
れ
わ
」
な
ど
、
読
み

方
の
と
お
り
に
表
し
ま
す
。

【
わ
か
ば
会
に
よ
る
点
字
印
刷
物
の

利
用
者
に
伺
い
ま
し
た
】

誰
も
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

わ
か
ば
会 

代
表 
上
野
清
乃
さ
ん

〈
知
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
〉

←このように、左上から順に 6 つの点を使用し、
五十音は、母音と子音の組み合わせからなります。
凸を●で表記しています。

④
⑤
⑥

①
②
③

以前は点字盤を使って一文字ずつ翻訳をしていました。
裏面の右側から書き、読むときは裏返して左から読みます。

28 ページの広報八女1冊を翻訳すると、162 ページにも
及びます。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

点
字
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

わ
か
ば
会

　
「
わ
か
ば
会
」
は
、
点
字
へ
の
翻
訳
を
通
し
て
、
視
覚
障
が
い
者
に
社
会
参
加
と
活
躍
の
機

会
を
届
け
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
わ
か
ば
会
の
活
動
か
ら
、
障
が
い
者
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便

　

令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分
を

含
む
）
の
児
童
手
当
（
本
則
給
付
）

の
受
給
者
に
支
給
し
ま
す
。
対
象

児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
で
す
。

公
務
員
支
給
対
象
者
以
外
の
人
へ

は
６
月
10
日
支
給
予
定
で
す
。

〇
原
則
申
請
は
不
要
で
す
。（
公
務

員
の
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
）

〇
令
和
２
年
３
月
31
日
の
時
点
で

お
住
い
の
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
人

は
、
転
出
元
の
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
新
高
校
１
年

生
は
２
月
29
日
時
点
で
の
居
住
市

町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３

５
１
）

【
質
問
】
誰
が
支
給
対
象
者
に
な
り
ま
す
か
？

【
回
答
】令
和
２
年
４
月
分（
３
月
分
を
含
む
）

の
児
童
手
当
（
本
則
給
付
）
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人
で
す
。
対
象
児
童
は
、
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
で
あ
り
、
３
月
ま
で

中
学
生
だ
っ
た
児
童
（
新
高
校
１
年
生
）
も

含
み
ま
す
。

【
質
問
】
い
つ
頃
振
り
込
ま
れ
ま
す
か
？

【
回
答
】
対
象
の
人
に
は
支
給
決
定
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
振
り
込
み
日
は
そ
の
通

知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
質
問
】
公
務
員
へ
の
支
給
方
法
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

【
回
答
】
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
所
属
庁
が

支
給
対
象
者
で
あ
る
と
証
明
し
た
上
で
、
本

人
が
居
住
市
町
村
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
へ

臨
時
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の

手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
「
現
況
届
」
は
、
子
育
て
支
援

課
か
ら
６
月
12
日
㈮
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。
内
容
を
確
認
後
に
押

印
し
、
必
要
な
書
類
を
付
け
て
、

切
手
を
貼
っ
て
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※
現
況
届
は
市
役
所
本
庁
や
各
支

所
へ
直
接
持
参
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

◦
受
付
期
間
＝
６
月
12
日
㈮
～
６

月
30
日
㈫
ま
で
の
間
に
同
封
の
返

送
用
封
筒
に
切
手
を
貼
っ
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
中
に
持
参
す
る
人

は
、
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

に
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
15
分
ま

で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
本
庁

で
は
、
水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
受

け
付
け
が
で
き
ま
す
）。
詳
細
は
、

「
現
況
届
の
ご
案
内
（
６
月
12
日

発
送
）」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

児童手当の「現況届」は忘れずに
◦問い合わせ＝子育て支援課
　こども支援係（☎２３・１３５１）

ご自宅や職場などに八女市から問い合
わせを行うことがありますが、ＡＴＭ（現
金自動預払機）の操作をお願いするこ
とや、支給のための手数料などの振り
込みを求めることは絶対にありません。
もし、不審な電話がかかってきた場合
にはすぐに八女市の窓口または最寄り
の警察にご連絡ください。

「振り込め詐欺」や「個人情
報の詐取」に注意ください

注意！

注意！
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消費生活
そうだん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
詐
欺
や
悪
質
商
法
に
注
意

【
事
例
1
】

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
肺
炎

が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
マ
ス
ク
を
無
料

送
付
し
ま
す
。
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
記
載
さ
れ
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
い
た
メ
ー

ル
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
い
た
。

【
解
説
1
】

　
マ
ス
ク
の
入
手
が
困
難
な
状
況
に
便

乗
し
、「
マ
ス
ク
を
無
料
で
送
付
す
る
」

な
ど
と
消
費
者
の
関
心
を
惹
き
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
さ
せ

る
手
口
と
思
わ
れ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
不
正
な
ア
プ
リ
が
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
り
、
個
人
情
報
を

取
得
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

【
事
例
2
】

　

突
然
自
宅
を
訪
問
し
て
き
た
業
者
か

ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

中
国
の
経
済
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
て
い

る
。
金
の
相
場
が
上
が
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
今
申
し
込
め
ば
、
高
騰
す
る

前
の
金
額
で
金
を
買
う
枠
が
当
た
る
か

も
し
れ
な
い
か
ら
、
す
ぐ
に
申
し
込
ん

だ
方
が
良
い
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。

【
解
説
2
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
口
実
に

し
て
、「
金
の
相
場
が
上
が
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
」
等
、
怪
し
い
投
資
を
勧
誘

さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
話
に
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
う

点
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
き
っ
ぱ
り

と
断
り
、
絶
対
に
お
金
を
支
払
っ
た
り
、

契
約
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金

の
受
け
取
り
を
装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
る
振
り
込
め
詐
欺
や
、
国
が
配
布

す
る
マ
ス
ク
の
送
付
を
装
っ
た
、
商
品

の
送
り
つ
け
商
法
も
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
電
話
や
郵
送
物

の
送
り
主
を
確
認
し
、
不
審
な
点
が
あ

る
場
合
は
決
し
て
連
絡
を
と
っ
た
り
お

金
を
支
払
っ
た
り
せ
ず
、
市
区
町
村
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
金
を
支
払
っ
た
り
契
約
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

65

遠
き
日
の
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の
花
か
ん
む
り
被

せ
く
れ
た
る
少
年
い
ず
こ         

樋
口
　
洋
子

き
の
う
今
日
人
ご
み
避
け
て
野
の
路
を
石
人

座
し
居
り
終
息
祈
る
　
　
　
　
石
川
　
照
朗

ひ
さ
久
に
わ
が
家
の
座
敷
の
華
や
げ
り
ひ
孫

日
奈
子
の
雛
壇
か
ざ
り            

甲
斐
田
絹
代

も
て
る
だ
け
玩
具
を
占
め
て
涙
ぐ
む
幼
は
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
と
な
れ
り            

古
賀
　
耀
子

こ
れ
の
世
に
旋
風
お
こ
し
お
び
や
か
す
コ
ロ

ナ
・
ウ
イ
ル
ス
汝
は
何
物
ぞ      

立
野
　
比
文

風
天
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
め
く
春
の
恋

吉
泉
　
守
峰

無
観
客
呼
び
出
し
の
声
高
く
冴
ゆ

松
尾
満
留
美

春
空
を
蹴
り
少
年
の
バ
ッ
ク
テ
ン

寺
田
　
睦
子

壇
蜜
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
や
春
の
月栗山

　
豊
秋

杉
闇
の
道
に
真
白
き
山
莓

野
崎
万
智
子

落
椿
掃
き
寄
せ
ら
れ
て
活
火
山松尾 

ア
サ
子

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

八
女
堺
屋
短
歌
会

10

ご意見記入欄　　　（八女市広報R2.6）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

6月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

図書館の休館日
6月 ✿6月の館内整理日は26日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
2㈫、9㈫、16㈫、23㈫、26㈮、30㈫

※新型コロナウイルス対策により急遽変更する場合があります。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
1㈪、8㈪、15㈪、22㈪、26㈮、29㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪、8㈪、15㈪、22㈪、26㈮、29㈪

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

月
刊
誌

素
敵
な
あ
の
人

五
木
寛
之
ベ
ス
ト
作
品
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

歌
い
な
が
ら
歩
い
て
き
た

八女市立図書館ホームページを
ご存知ですか？

　

今
年
度
か
ら
新
し
く
購
入

し
て
い
る
雑
誌
で
す
。〝
年

を
重
ね
て
似
合
う
も
の 

60

代
か
ら
の
大
人
の
装
い
〟
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
心
地
よ
く
、

気
持
ち
い
い
、
お
し
ゃ
れ
や

生
き
方
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

五
木
寛
之
が
作
詞
し
た
作
品

の
中
か
ら
、
本
人
が
選
曲
し
た

76
曲
と
ラ
ジ
オ
番
組
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ト
ー
ク
が
収
録
さ
れ
た

４
枚
組
Ｃ
Ｄ
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

に
は
、
楽
曲
の
解
説
や
歌
詞
、

対
談
や
エ
ッ
セ
イ
、
貴
重
写
真

な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
歌
づ
く
り

60
周
年
の
記
念
本
で
す
。

　図書館の企画や行事の案内、分
館や移動図書館のこと、八女市立
図書館の歴史等をご覧になれます。
ホームページから本や資料の検索
や借りたい本を予約する「Web 予
約」もでき、大変便利です。また、
公式 Twitter もは
じめています。利
用方法もホーム
ページでご案内し
ていますので、ぜ
ひのぞいてみてく
ださい！ QR コードはこちら

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します135

八女市黒木町出身。
趣味は歌うことと飲食店巡り。
「八女のロマンのInstagramでは八女
の"よかとこ"を紹介しています。ぜひ
フォローしてください」
八女のロマンInstagramアカウントはこ
ちら→yamenoroman
八女移住計画サイト
「八女のロマン」はこ
ちら→

　

こ
の
春
、新
社
会
人
と
し
て
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
た
原
さ
ん
。八

女
の
魅
力
を
広
め
、移
住
者
や
関
係
人

口（
※
）を
増
や
し
、地
域
課
題
を
解
決

す
る
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　「
高
校
ま
で
を
八
女
で
過
ご
し
、京

都
の
大
学
で
社
会
問
題
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。ゼ
ミ
で
は
、環
境
問
題
に
つ
い

て
研
究
し
ま
し
た
。実
情
を
知
っ
て
い

る
か
ど
う
か
で
問
題
に
対
す
る
見
方
や

取
り
組
み
方
が
異
な
る
こ
と
を
感
じ
、

情
報
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
き

ま
し
た
。京
都
で
過
ご
し
て
い
る
と
、

八
女
茶
以
外
に
八
女
の
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
、ち
ょ
っ

ぴ
り
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。八
女
に
は

も
っ
と
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
も
っ

た
い
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
、協
力
隊

に
応
募
し
た
き
っ
か
け
で
す
。生
み
出

さ
れ
た
資
源
の
価
値
や
そ
の
企
業
の
魅

力
を
発
信
し
、八
女
の
よ
か
と
こ
を
届

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
の
主
な
活
動
内
容
は
、移
住･

定

住
者
向
け
の
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
、八
女
移
住
計
画
サ
イ
ト「
八
女
の

ロ
マ
ン
」の
運
営
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発

信
な
ど
で
す
。現
在
は
、イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
、何
気
な
い
日
常
に
潜

む
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。周
り
で
飛
び
交
う
八
女
特
有

の
方
言
や
慣
れ
親
し
ん
だ
言
葉
遣
い

に
癒
や
さ
れ
る
日
々
で
す
。ま
だ
ま
だ

構
想
段
階
で
す
が
、こ
れ
か
ら『
八
女

で
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』を

テ
ー
マ
に
、暮
ら
し
に
焦
点
を
あ
て
た

活
動
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。社
会
人
1
年
目
で
、何
も
か

も
手
探
り
の
状
態
で
す
が
、少
し
ず
つ

で
も
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。皆
さ
ん
が
思
う
八

女
の
よ
か
と
こ
を
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
」

※
関
係
人
口
…
移
住
者
や
観
光
客
以
外
の
、地
域

や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と

  　
地
域
お
こ
し
協
力
隊   
原 

七な

海み

華か

さ
ん（
稲
富
）

八
女
の
「
よ
か
と
こ
」
を
皆
さ
ん
に
届
け
た
い
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　1927 年、スウェーデンのストックホルムにて、環境問題についての世界初の大規模な政府間
会合である「国連人間環境会議」が開催されました。開催日である６月５日は「環境の日」に制
定され、日本では６月を環境月間としています。

　６月は「環境月間」

　

騒
音
・
振
動
お
よ
び
悪
臭
は
、

公
害
の
中
で
も
日
常
生
活
に
関

係
の
深
い
問
題
で
あ
り
、
睡
眠
・

会
話
妨
害
、
食
欲
不
振
や
頭
痛

を
も
た
ら
す
な
ど
、
人
の
健
康
や

生
活
環
境
を
保
全
す
る
上
で
問

題
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
臭

い
の
感
覚
で
は
よ
い
香
り
で
も
強

す
ぎ
る
と
不
快
に
感
じ
る
な
ど
、

人
に
よ
っ
て
は
感
じ
方
が
異
な
る

た
め
、
悪
臭
問
題
は
、
騒
音
・
振

動
と
同
じ
よ
う
に
感
覚
公
害
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
も
、
日
頃
か
ら
生
活
環
境

に
配
慮
し
た
作
業
の
実
施
や
行

動
が
大
切
で
す
。
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
深
め
な
が
ら
意
識
の
高

揚
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
役
所
本
庁
南
側
１
階
に
、

今
年
も
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置

し
、
地
球
環
境
に
優
し
い
環
境

保
全
型
家
庭
菜
園
の
モ
デ
ル
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
つ
る
性
植
物

を
利
用
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

は
、熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
遮
断
効
果
、

葉
の
気
孔
か
ら
の
水
分
蒸
散
に
よ

　
１
年
間
に
回
収
さ
れ
る
燃

や
す
ご
み
袋
の
量
は
ど
れ

く
ら
い
？

　
昨
年
度
は
約
２
２
０
万
袋

を
収
集
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
収
集
し
た
市

指
定
ご
み
袋
の
重
量
は
約
１
万

１
千
ト
ン
。
ご
み
袋
（
大
）
１
袋

の
重
量
を
５
キ
ロ
と
す
る
と
、
１

年
で
約
２
２
０
万
袋
、
１
日
で
は

約
６
千
袋
を
収
集
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
八
女
市
内
に
燃
や
す
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
何
か
所

あ
る
の
？

　
約
２
０
０
０
か
所
あ
り
ま

す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
清
潔
に
保

た
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
出
し
の
際

は
、
生
ご
み
の
水
気
を
切
り
、
ご

み
が
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
の
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境
課

も
し
く
は
各
支
所
市
民
生
活
福

祉
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ＱＱＡ Ａ

種類

電気式生ごみ処理
機

（購入した商品に対
し助成金を出しま
す）

コンポスター EM バケツ

特徴 屋外・屋内設置型 畑据え付け型 バケツ型

助成
内容

購入価格の 2 分の
1。上限２万円 一律 4,000 円 1,560 円

個人
負担
額

3,197 円（100ℓ）
4,591円（150ℓ）

10,771円（300ℓ）
540 円

申請に
必要な
もの

印鑑、領収書、
保証書、口座通帳

（コピー可）
個人負担額と印鑑

※生ごみ処理機の利用は臭いを伴いますので、設置に際し
ては周辺住民の迷惑にならないようご配慮をお願いします。

生ごみ処理機
でごみの量を
減らし、循環
型の生活へ

　八女市環境衛生協議会では、生ごみの減量
推進を行う地域に対し、コンポスター（300ℓ）
を無償で貸与しています。ご相談は環境課に
お願いします。

地域で生ご
み減量に取
り組もう！

（現物を市役所で斡旋販売）

よ
り
良
い

生
活
環
境
へ
向
け
て

緑
の
カ
ー
テ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

ご
み
処
理
に
関
す
る

よ
く
あ
る
質
問

食べる

野菜を育てる

生ごみが
出る

コンポスター
に投入し、
堆肥を作る

《個人購入》 《地域貸与》
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　ごみの野外焼却は、「廃棄物の処理及
び清掃に関する法律」で禁止され、違反
者に対しては、罰則も設けられています。
　農作業やほっけんぎょう等の行事など

「焼却禁止の例外」の場合でも、生活環
境への配慮が必要です。近隣の人から『悪
臭がする』『煙で洗濯物が干せない』と言っ
た苦情が出ないように心がけましょう。

　
１
年
間
に
回
収
さ
れ
る
燃

や
す
ご
み
袋
の
量
は
ど
れ

く
ら
い
？

　
昨
年
度
は
約
２
２
０
万
袋

を
収
集
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
収
集
し
た
市

指
定
ご
み
袋
の
重
量
は
約
１
万

１
千
ト
ン
。
ご
み
袋
（
大
）
１
袋

の
重
量
を
５
キ
ロ
と
す
る
と
、
１

年
で
約
２
２
０
万
袋
、
１
日
で
は

約
６
千
袋
を
収
集
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
八
女
市
内
に
燃
や
す
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
何
か
所

あ
る
の
？

　
約
２
０
０
０
か
所
あ
り
ま

す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
清
潔
に
保

た
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
出
し
の
際

は
、
生
ご
み
の
水
気
を
切
り
、
ご

み
が
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
の
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境
課

も
し
く
は
各
支
所
市
民
生
活
福

祉
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼そのほか、ごみの捨て方で問い合わせの多いもの
ご　み 注意点

魔法瓶
内部がステンレス製ならば資源ごみ

（小金属類）
内部がガラス製ならば燃えないごみ

ペットボトル

キャップ、ペットボトル容器は資源ご
み
ラベルは剥がして燃やすごみに出して
ください

使 い 捨 て ラ イ
ター

燃やすごみ。ただし中身を必ず使い
切ってください

テレビ、冷蔵庫、
冷凍庫、洗濯機、
衣類乾燥機、
エアコン

いずれも家電リサイクル法の対象商品
であり、市で取り扱うことができませ
ん。購入した販売店もしくはお近くの
電器店・メーカーに依頼
してください

資源ごみ（ガラス類） 燃えないごみ
ガラス食器
板ガラス
油びん
割れたびん
化粧品（液体系）びん
※化粧水や香水の入っ
ていたびん

耐熱ガラス
強化ガラス
厚手のガラス（灰皿な
ど）
化粧品（固体系）びん

　
資
源
ご
み
の
「
紙
類
」
っ

て
具
体
的
に
ど
ん
な
も

の
？

　
新
聞
や
段
ボ
ー
ル
は
も
ち

ろ
ん
、
菓
子
箱
等
も
対
象

で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空

箱
、
紙
袋
、
封
筒
等
も
雑
紙
と

し
て
資
源
ご
み
に
な
り
ま
す
。
多

く
の
紙
類
が
燃
や
す
ご
み
と
し
て

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
類
は
ど
う
分
け
た

ら
い
い
の
？

　
大
ま
か
に
分
け
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

環 境 課 　生活環境係（☎２３・１４６２）
黒木支所　市民生活福祉係（☎４２・１１１３／☎４２・１４６３）
立花支所　市民生活福祉係（☎２３・４９３２）
上陽支所　市民生活福祉係（☎５４・２２１８）
矢部支所　市民生活福祉係（☎２４・９１４２）
星野支所　市民生活福祉係（☎５２・３１１３）

ごみの野外焼却は原則
禁止されています！

問い合わせ

り
、
日
差
し
や
騒
音
を
和
ら
げ
て

く
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
室
内
温

度
の
上
昇
も
抑
え
る
効
果
な
ど

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
効

果
と
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
に

さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献
で
き
ま

す
。
た
か
が
植
物
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
真
夏
に
じ
り
じ
り
と

照
り
つ
け
る
肌
を
刺
す
よ
う
な
太

陽
の
日
差
し
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た

木
陰
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
、
植
物
な
ら
で
は
の
効
果
が

あ
る
こ
と
が
、
過
去
の
実
績
か
ら

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
、
室
内

の
エ
ア
コ
ン
設
定
温
度
を
、
数
℃

上
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。「
ニ
ガ
ウ
リ
等
」
の
つ
る
性

植
物
を
植
え
て
、
強
い
日
差
し
を

遮
断
し
、
涼
し
い
風
情
を
つ
く
り

だ
す
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市役所の緑のカーテン
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八
女
市
は
上
水
道
事
業「
旧

八
女
市
・
旧
立
花
町
・
旧
上
陽

町・旧
黒
木
町・旧
星
野
村
」（
一

部
地
域
を
の
ぞ
く
）
に
よ
り
、

安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
を

供
給
し
て
い
ま
す
。

　

上
水
道
は
、
市
民
が
健
康

で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
た

め
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
水

質
検
査
を
実
施
し
、
い
つ
で
も

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
皆
さ
ま

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
配
水
管

（
水
道
本
管
）
が
整
備
さ
れ
た

地
区
で
、
上
水
道
に
未
加
入
の

人
は
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

上
水
道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
今
年
度
実
施
す
る
水

質
検
査
計
画
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

給
水
装
置
の
工
事
（
新
設
・

改
造
・
修
繕
・
撤
去
）
は
、
水

道
法
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
工

事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破

損
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
に
あ
る
バ
ル
ブ
を
閉
め
る

な
ど
の
応
急
処
置
を
し
て
、
最

寄
り
の
指
定
事
業
者
（
有
料
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の

開
始
・
中
止
の
手
続
き
が
必
ず

必
要
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

中
止
時
に
は
水
道
料
金
の
精

算
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
な

い
場
合
、
水
道
を
使
用
さ
れ
な

く
て
も
料
金
が
発
生
し
ま
す
の

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
地
条
件
等
に
よ
り
、
上

水
道
事
業
の
計
画
区
域
外
地

域
が
あ
り
ま
す
。
計
画
区
域

外
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
安
心

で
安
全
な
飲
料
水
確
保
の
た

め
に
設
備
の
新
設
お
よ
び
改
善

を
行
わ
れ
る
場
合
、
必
要
な
経

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。飲

料
水
に
お
困
り
で
申
請

を
検
討
中
の
人
は
、
上
下
水
道

局
ま
た
は
支
所
担
当
係
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

上
水
道
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い

飲み水を
未来につなごう
ぼくたちで

６月１日から７日までは水道週間です

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

飲
料
水
改
善
事
業
補
助
金

の
ご
案
内

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

①一般家庭の水質検査 
②浄水器などの販売・貸出・あっせん
③給水管の清掃・修理など

水道局職員を装ったトラブル
が多発しています。上下水道
局では、次のようなことは行っ
ていません。

水道法および八女市給水条例に基
づき、受水槽の清掃、水質検査を
年１回以上実施することが義務付け
られています。適正な受水槽の管理
をお願いします。

受水槽を設置している人（事業所）は

悪
質
な
業
者
に

注
意
‼

◦問い合わせ＝上下水道局
《料金等のこと》☎ 23・1949
《工事等のこと》☎ 23・1107

福島地区
丸谷商事 23・4118
千代田工業㈱ 22・4307
牛島電機工業㈱ 24・2171
㈱吉田ボーリング工業 24・4743
ひら川設備 24・3115
アズ八女店 24・1101
株式会社ジェイライフ 24・8887

長峰地区
創水 22・5840
㈲井手プロパン商会 23・3065
㈲岩本住設 22・4718
㈲八女衛生社 23・5435
水環境企画・一究 22・5109
ともけい設備 22・3564
㈱ホクショウ 23・3323
牛島設備工業㈲ 23・7570
橋村建設工業㈲ 23・6898

上妻地区
八女食糧販売㈱ 23・2166
牛島燃料店 22・2869
三宅設備 23・2368
㈲馬場燃料店 22・4060
井上設備 24・0165

八幡地区
㈲スミ設備工業 22・5465

三河地区
田中設備 22・3944
㈱木下組 24・2313

川崎地区
㈱桐明組 24・3355

忠見地区
川口ガス住設 23・7667
西村住設 24・1067

岡山地区
㈱中村 23・3158
ＥＭ田中 22・4319
㈲タナカエンジニア 24・3147
大石設備 23・0848
すまい創琳 22・5612
徳住工業 24・5262
濵田設備 24・4818
エヌ・ピー・シー 22・3986
まつのぶ住設 24・3523

上陽地区
㈲角屋 54・3318
㈲ M デンコウ 54・2278
㈱高田電気 54・2049

ミスミデンキ 54・2143
㈲井上商店住設部 54・2165
㈲ヤマト 54・2125

黒木地区
㈲橋村住設 42・0096
ケア設備梅野 42・3450
モリアキ建設㈲ 42・3827
合柴尾電気商会 42・1183
㈲椿原住宅設備 42・0269
椿原住宅設備工事部 42・1237
和興住宅設備 45・0879

立花地区
㈲立花電工 23・1533
㈲クリハラ管工事 22・5971
㈲弥栄工業 23・1198
電 ’sタカヤマ 37・0062
㈲今村住設 37・0316
マルタ電器 37・0256
㈲牛嶋住興 22・6611
原管工 37・0692
河原設備 37・0553
平島設備 37・1025

星野地区
㈱山口電気 52・3218

※市外の業者については八女市 HPをご覧ください。▼指定給水装置工事事業者（5月1日現在 ※順不同）
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●
市
県
民
税
を
納
め
る
人

※
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在

▽
市
内
に
居
住
し
、
令
和
元
年
中
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▽
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、
市
内
に
事

務
所
、
事
業
所
、
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る

人●
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
人
】

▽
令
和
元
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

▽
１
月
１
日
現
在
、
生
活
保
護
法
の
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
人

▽
１
月
１
日
現
在
、
障
害
者
、
未
成
年
、
寡

婦
（
寡
夫
）
で
、
令
和
元
年
中
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

▽
令
和
元
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の

算
式
で
求
め
た
額
以
下
の
人

　

28
万
円
×
（
本
人
＋
同
一
生
計
配
偶
者
＋ 

    
扶
養
親
族
数
）
＋
16
万
８
千
円
（
※
）

※
同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い

る
場
合
の
み
、16
万
８
千
円
を
加
算
し
ま
す
。

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

▽
令
和
元
年
中
の
総
所
得
金
額
等
が
次
の

算
式
で
求
め
た
額
以
下
の
人

　

35
万
円
×
（
本
人
＋
同
一
生
計
配
偶
者
＋

    

扶
養
親
族
数
）
＋
32
万
円
（
※
）

※
同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い

る
場
合
の
み
、
32
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

●
納
め
る
方
法

　

市
県
民
税
を
納
め
る
方
法
は
、
主
に
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法
（
普
通
徴

収
）･･･

事
業
所
得
者
な
ど

　

市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送
付
す
る
納

税
通
知
書
兼
納
付
書
（
６
月
10
日
付
発
送
）

に
よ
り
、
年
税
額
を
令
和
２
年
６
月
、
８
月
、

10
月
、
令
和
３
年
１
月
の
４
回
の
納
期
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
口
座
振
替
の

手
続
き
を
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

▽
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る

方
法
（
給
与
特
別
徴
収
）･･･

給
与
所
得
者

　

年
税
額
を
令
和
２
年
６
月
か
ら
令
和
３

年
５
月
ま
で
の
12
回
に
分
け
て
、
給
与
か
ら

差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る
方
法

（
年
金
特
別
徴
収
）･･･

公
的
年
金
受
給
者

　

年
税
額
の
う
ち
公
的
年
金
に
か
か
る
市
県

民
税
額
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
３
年

２
月
ま
で
年
金
支
給
月
の
６
回
に
分
け
て
、
年

金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

　

次
の
①
～
④
す
べ
て
条
件
に
当
て
は
ま
る

人
が
対
象
で
す
。

①
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
満
65
歳

以
上
の
人
（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に
対
し
て
市
県

民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
、

老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人

④
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
る
人

公的年金からの特別徴収
4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

前年度分の公的年金等に係る所得割額と均等割額の合算額
（年税額）の 2 分の 1に相当する額を３回に分割して徴収

今年度対象年税額から 4、6、8 月の仮徴収額を差し
引いた残額を 3 回に分割して徴収

普通徴収 公的年金からの特別徴収
6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

今年度対象年税額の 2 分の 1 相当額を 2 回
に分割して徴収

今年度対象年税額の残りの 2 分の 1 相当額を 3 回に分割して徴収

▼年金特別徴収が今年度から開始または再開される人

※ご自身が対象になっているのかは、６月１０日付発送の市県民税納税通知書でご確認ください。

▼年金特別徴収が前年度から継続している人

▼確定申告期限の柔軟な取扱い
　について 
　感染拡大により外出を控えるな
ど期限内に申告することが困難な
人については、4 月17 日㈮以降
も柔軟に確定申告書を受け付けま
す。
▼ 4 月17日㈮以降の申告相談に
　ついて
　事前予約制により行いますの
で、事前に税務署に連絡の上、
来署いただくようお願いします。
　新型コロナウイルス感染症の影
響により、納税が困難な人には猶
予制度があります。お近くの税務
署へ、お気軽にご相談ください。
　マイナンバーカードや税務署で
発行するＩＤ・パスワードがあれ
ば、確定申告会場に出向くことな
く、ご自宅等からスマホやパソコ
ンなどでインターネットにより申
告（e-Tax）していただくことが可
能です。詳細については、国税庁
ホームページをご覧ください。

令
和
２
年
度
市
県
民
税
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月
10
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
令
和
２
年
度
の
市
県
民
税
は
、
１
月
１

日
に
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
令
和
元
年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
、
決
定
し
ま
す
。

退
職
な
ど
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
く
て
も
、
令
和
元
年
中
に
所
得
が
あ
れ
ば
課
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税
の
お
知
ら
せ
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

八女税務署からのお知らせ
問い合わせ（☎ 23・5191）

◦問い合わせ＝税務課市民税係（☎２３・１１１３）

【
徴
収
方
法
】
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　4 月24日㈮、弁当
や総菜を製造する株
式会社ヒライから八
女市へ衛生用マスク
30 枚入り56 箱をい
ただきました。永松司
常務取締役は「マス
クが不足している状
態なので役立ててく
ださい」と三田村市長にマスクを手渡しました。市長は「感染予防の
ために有効に活用させていただきます」とお礼を述べました。

公立病院に感染防護セット等を寄贈

ヒライからマスクをいただきました

　八女市は 5 月1日㈮、備蓄していた感染防護セットやマスクなどを
公立八女総合病院へ寄贈しました。寄贈したのは N95 マスクや手袋・
防護服などが入った感染防護セット2 種類を120 セット、サージカル
マスク5000 枚です。贈呈式で三田村市長は「新型コロナ感染には市
民の皆さんも大変不安に思っています。感染者が出ても出なくても、
同じように対策はやっていかなければなりません。医療関係者の皆さ
んには最前線で大変ご心配をおかけしていますが、自らの健康をしっ
かり確保して頑張ってください」とあいさつ。平城守企業長は「すべ
ての物資が不足している中で、本当にありがたい。皆さんの期待のも
のと思っています。福岡県は大変な状況なので、一病院としてもその
働きをやっていきたい」とお礼を述べました。

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　4 月28日㈫、本町の調和子さんか
ら八女市にマスク100 枚をいただきま
した。このマスクは全て調さんの手作
りで、久留米絣や麻などの持っていた
生地を使用しています。内側にはさら
しを 2 枚重ねて使っており、洗濯可能。
小物教室なども行う調さんは、三田村
市長に「何かの役に立てればと思い、
約1週間かけて作製しました」と話し
ました。真心のこもったマスク、大切
に使わせていただきます。

　JA ふくおか八女女性部は 5 月8日
㈮、八女市役所玄関前で花農家応援
プロジェクトとして、花束を配りました。
この取り組みは、新型コロナウイルス
感染症の影響で消費が減少した花農
家を応援し、受け取った人に笑顔に
なってもらおうと、行われたものです。

「少しでも花農家の皆さんの力になれ
れば。きれいな花で明るい気分になっ
てほしい」と母の日に合わせて、花束
約 50 束をプレゼントしました。

　5 月2日㈯、第 57 回献茶祭が黒木町笠原の霊巌寺で行われ、茶
業関係者など約 20 人が参列しました。八女茶は約 600 年前、霊巌寺
を建立した栄林周瑞禅師が中国から持ち帰った茶の種子を鹿子尾村の
庄屋、松尾太郎五郎久家に与え、栽培や製茶法を伝えたのがはじまり
とされています。式では松尾太郎五郎久家の子孫、章三郎さんが栽培

した新茶を、皇風煎茶礼式
の平島光宣総師範が入れ、
霊巌寺の日種明道住職に
より仏前に献上されました。
式は新型コロナウイルス感
染症予防のため、規模を
縮小して行われました。

手作りマスク100枚寄贈

花束で花農家を応援

八女茶の祖に感謝の献茶
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◦
内
容
＝
先
輩
施
主
に
聞
く
家
が

で
き
て
か
ら
の
話
や
、
高
性
能
住

宅
と
古
民
家
の
快
適
な
住
ま
い
方

を
知
っ
て
家
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

②
住
育
学
校 

第
３
回
「
職
人
さ

ん
に
聞
こ
う
！
」

◦
日
時
＝
７
月
５
日
㈰
13
時
～

17
時

◦
内
容
＝
家
づ
く
り
の
職
人
が
一

堂
に
会
し
、
材
料
の
耐
久
性
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
・
費
用
な
ど
こ
れ
か

ら
考
え
る
べ
き
住
ま
い
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

①
②
共
通

◦
定
員
10
組
（
要
予
約
）

◦
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
力
試
験
は
な
く
、

満
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
１
科

目
か
ら
学
習
で
き
る
選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
）・科
目
履
修
生（
半

年
間
在
学
）
と
し
て
入
学
で
き
、

満
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

の
あ
る
人
は
、
全
科
履
修
生
（
大

学
卒
業
を
目
指
す
人
）
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
６
月
10
日
㈬
～

９
月
15
日
㈫ 

※
入
学
相
談
随
時

受
付

◦
資
料
請
求
＝
放
送
大
学
福
岡

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５

８
５
・
３
０
３
３
）

　
「
１
０
０
年
後
に
残
し
た
い
私

の
町
」
を
テ
ー
マ
に
ふ
る
さ
と
の

文
化
や
伝
統
を
感
じ
ら
れ
る
建

物
や
風
景
な
ど
の
写
真
を
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
中
高
生（
小
学
生
は
絵
画
）

◦
応
募
締
切
＝
６
月
15
日
㈪

◦
応
募
方
法
＝
デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ

ホ
な
ど
で
撮
影
し
た
写
真
を
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w.kom
inkaphoto.

com
/

）
か
ら
投
稿

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
社
）
福
岡

県
古
民
家
再
生
協
会（
☎
０
５
０・

３
７
８
６
・
３
８
３
３
）

大
状
況
に
よ
っ
て
は
、web

開
催

に
移
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
住
教
育

推
進
機
構
（
☎
０
５
０
・
３
７
０

７
・
３
３
９
３
）

①
リ
ズ
ミ
ッ
ク
シ
ェ
イ
プ
（
全
８

回
）
※
託
児
要
相
談

◦
内
容
＝
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
運
動
で
無
理
な

く
健
康
に
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
し
ま

し
ょ
う
。
ほ
ん
の
り
汗
を
出
し
つ

つ
笑
顔
で
楽
し
い
時
間
を
！

◦
日
に
ち
＝
６
月
～
10
月
の
第

１
・
３
土
曜
日

◦
時
間
＝
９
時
受
付
～
11
時
30
分

◦
対
象
＝
一
般
女
性
（
12
人
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
締
切
＝
６
月
15
日
㈪

②
フ
ラ
ワ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
全

４
回
）
※
託
児
要
相
談

◦
内
容
＝
花
々
を
使
っ
た
多
く
の

作
品
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
、
寄
せ
植

え
や
室
内
雑
貨
等
を
お
花
屋
さ

ん
の
指
導
で
作
り
ま
す
。

◦
日
に
ち
＝
７
月
９
日
㈭
・
10
月

８
日
㈭
・
12
月
24
日
㈭
・
２
月

18
日
㈭

◦
時
間
＝
９
時
受
付
～
11
時
30
分

◦
対
象
＝
一
般
（
16
人
）

◦
参
加
費
＝
７
１
５
０
円
（
４
回

分
）

◦
申
込
締
切
＝
６
月
30
日
㈫

③
お
洒
落
雑
貨
教
室
（
全
４
回
）

※
託
児
要
相
談

◦
内
容
＝
昨
年
度
の
講
座
『
こ

ん
な
の
欲
し
か
っ
た
♡
を
カ
タ
チ

に
！
』
で
大
好
評
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
家
原
野
さ
ん
の
教
室
。

◦
日
に
ち
＝
８
月
29
日
㈯
・
10
月

31
日
㈯
・
12
月
19
日
㈯
・
２
月

27
日
㈯

◦
時
間
＝
９
時
受
付
～
11
時
30
分

◦
対
象
＝
一
般
（
16
人
）

◦
参
加
費
＝
４
５
０
０
円
（
４
回

分
）

◦
申
込
締
切
＝
６
月
30
日
㈫

①
～
③
共
通

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

東
公
民
館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

月
曜
～
土
曜
（
祝
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
、
文
部
科
学
省
・
総

務
省
所
管
の
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史・文
学・情
報・自
然
科
学
な
ど
、

　

家
を
建
て
よ
う
・
持
と
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
家
づ
く
り
の

勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。参
加
無
料
。

①
住
育
学
校 

第
２
回
「
お
施
主

さ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈰
13
時
～

17
時

東
公
民
館
講
座

お
知

ら
せ

家
づ
く
り
の
勉
強
し
ま
せ
ん
か

放
送
大
学

２
０
２
０
年
10
月
入
学
生

も
よ
お
し

教
室
・
講
座

募
　
集

　次の催しは新型コロナウイルス予防・拡散防止のた
めに中止になりました。

催しの中止・延期について

日にち 催　し 問い合わせ
９月
中旬

八女福島の燈籠人形
公演 中止 文化振興課

（☎ 23・1982）

10/25
㈰

第 33 回茶のくに八
女ハーフマラソン

（奥八女黒木ハーフマラ
ソンから名称変更）

中止
黒木支所
まちづくり推進係

（☎ 42・1111）

催　し 問い合わせ
令和２年度スポーツフェス
タ・ふくおか「第 63 回福岡
県民スポーツ大会」夏季大
会・秋季大会

中止 スポーツ振興課
（☎ 24・1230）

第
９
回
古
民
家
フ
ォ
ト
甲
子
園
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係
、
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

※
郵
送
で
の
入
手
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
間
＝
６
月
４
日
㈭
～
７

月
３
日
㈮
※
消
印
有
効

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
福
岡

県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
（
☎

０
９
２
・
４
３
１
・
４
５
９
０
）

※
受
験
申
込
要
領
は
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
６
月
上
旬
を
目

途
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
（
※
事
前
に
団
体
登

録
が
必
要
）」
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

《
7
月
分
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
6
月
20
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

火災出火件数  2件 （11件）
救急出動件数 194件 （908件）
救急搬送人数 189人 （880人）

人身事故発生件数 22件 （74件）
傷　　者 26人 （91人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,335 (-44)
男 29,451  (-22)
女 32,884  (-22)

世帯数 25,014  (+26)
　※（　）内は前月比

出生 29 人 死亡 86 人
転入 209 人 転出 196 人

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動

納期限・口座振替日は6月30日㈫
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（1期）
◦住宅使用料（6 月）◦保育料（6 月）
◦水道料金・下水道使用料（2 期）
◦農業集落排水施設使用料（2 期）

6月に
納める
もの

◦
講
習
内
容
＝
ワ
ー
ド
講
座
（
初

級
～
中
級
）
※
定
員
10
人
、
託

児
有
（
小
３
ま
で
の
預
か
り
可
）

◦
会
場
＝
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー（
久
留
米
市
諏
訪
野
町 
え
ー

る
ピ
ア
久
留
米
内
）

◦
期
間
＝
６
月
24
日
～
７
月
17

日
の
毎
週
水
・
金
曜
日
の
全
８
回

◦
時
間
＝
18
時
30
分
～
21
時

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

２
０
０
０
円
は
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
６
月
12
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
ひ
と
り

親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
１
１
４
０
）

　

お
子
さ
ま
の
養
育
面
に
関
す

る
保
護
者
の
悩
み
や
心
配
事
に

対
し
て
、
教
育
・
福
祉
等
の
各

専
門
家
が
個
別
に
応
じ
、
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
10
日
㈭
13
時
30

分
～
16
時
30
分

◦
会
場
＝
県
教
育
庁
南
筑
後
教

育
事
務
所
２
階
視
聴
覚
室
（
筑

後
市
大
字
泉
和
４
２
３
）

◦
申
込
期
限
＝
８
月
７
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

◦
対
象
＝
更
年
期
や
不
妊
に
関
す

る
相
談
を
希
望
す
る
人
、
そ
の
他

女
性
の
心
身
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
な
ど
不
安
や
悩
み
が
あ
る
人

◦
日
時
＝
偶
数
月
第
３
金
曜
日
13

時
30
分
～
16
時
30
分
（
予
約
制
）

◦
場
所
＝
県
朝
倉
総
合
庁
舎
内

２
階
相
談
室
（
朝
倉
市
甘
木
２

０
１
４
ー
1
）

◦
相
談
員
＝
開
業
助
産
師

◦
申
込
＝
県
北
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
（
☎

０
９
４
６
・
２
２
・
４
２
１
１
）

　

市
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
登
録
申
請
に
は
、
こ
の
資

格
が
必
要
で
す
。

◦
期
日
＝
10
月
25
日
㈰

◦
会
場
＝
９
月
上
旬
に
発
表

◦
受
験
資
格
＝
給
水
装
置
工
事

に
関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
の
経

験
を
有
す
る
人

◦
受
験
手
数
料
＝
１
万
６
８
０
０
円

◦
申
込
締
切
＝
７
月
３
日
㈮

◦
申
込
＝
（
公
財
）
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
（
☎
０
３
・
６
９
１

１
・
２
７
１
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
上

水
道
工
務
係
（
☎
２
３・１
１
０
７
）

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
。
詳

細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(https://w
w

w.nta.go.jp)

に
て

確
認
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
原
則
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
（http://w

w
w.

jinji-shiken.go.jp/juken.
htm

l

）。
６
月
22
日
㈪
９
時
～
７

月
１
日
㈬
受
信
有
効

◦
第
１
次
試
験
＝
９
月
６
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
（
人
事
院
人
材
局

試
験
課
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５

３
１
１
）
▽
そ
の
他
試
験
に
関
す

る
こ
と
（
福
岡
国
税
局
人
事
第
二

課
☎
０
９
２・４
１
１・０
０
３
１
）

◦
試
験
日
＝
10
月
11
日
㈰

◦
試
験
会
場
（
予
定
）
＝
福
岡

大
学
、
九
州
国
際
大
学

◦
申
込
書
配
布
期
間
＝
６
月
１
日

㈪
～
７
月
３
日
㈮

◦
申
込
書
配
布
場
所
＝
介
護
長

寿
課
、
各
支
所
市
民
生
活
福
祉

心
と
体
の
発
達
教
育
相
談

試
　
験

相
　
談

女
性
の
健
康
相
談

福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

久
留
米
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー 就

業
支
援

一
　
般

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

税
務
職
員
採
用
試
験

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験
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無料法律相談
◦ 6 月18日㈭ 、7 月2日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 6 月 12 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 6 月 19 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 6 月 26 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 6 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所 ※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦6月22日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月19日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月12日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月3日㈬・17日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月17日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦6月10日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦6月24日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦6月5日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦6月8日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦6月15日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161

補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦6月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦6月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月25日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談（人権・同和政策・
男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦ 6月16日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ
社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。利用無料（市
内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと
同じ建物）月～金・第2土曜日9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）

② 上 陽 町 北 川内 123-1（ 地 域
福祉センター内）平日 9:00 ～
17:00 開館（☎ 24・9820）

※6月の「なんでも人権相談」は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止になりました。
「行政相談」については総務課（☎23・1111）へお問い合わせください。
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▽
政
府
は
５
月
15
日
に
福
岡
県
を
含
む
39
県
の
緊
急
事
態

宣
言
を
解
除
し
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は
緊
急
事
態
措
置
を

原
則
解
除
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
女
市
に
お
い
て
も
学
校

の
再
開
や
、
施
設
の
再
開
な
ど
、
徐
々
に
日
常
が
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
先
も
、
引
き
続
き
感
染

防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
の
生
活
と
な
り
ま
す
。
厳
し
い
状

況
は
な
お
続
き
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
▽
八
女
市
は
こ
れ
ま
で
も
医
療
関
係
や
介
護
・
福
祉

関
係
な
ど
へ
マ
ス
ク
等
の
寄
贈
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
感

染
を
心
配
し
な
が
ら
最
前
線
で
働
く
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

心
か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
て
の
寄
贈
で
し
た
。
関
係

者
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
市
民
の
皆
さ

ま
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、多
く
の
方
々
か
ら
も「
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
」

市
へ
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
表
紙
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
田
崎
廣
助
美
術
館
が
募
集
し
た
「
あ

り
が
と
う
」
の
絵
手
紙
。
働
く
人
に
、
お
母
さ
ん
に
、
皆

さ
ん
に
、た
く
さ
ん
の「
あ

り
が
と
う
」
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
一
人
一
人
の
力

に
よ
っ
て
社
会
は
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
心
を
一
つ

に
、み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

みんなで、
一丸となって

市長コラム67

ＦＭ八女で市民に呼びかける

おたんじょうびおめでとう
ほ
の
ち
ゃ
ん
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね

♡

石井 萌
ほ

乃
の

夏
か

ちゃん

R1年6月2日生（蒲原）

笑
顔
が
と
っ
て
も
素
敵
な
紗
月

ち
ゃ
ん
♡
元
気
に
す
く
す
く
育
っ

て
ね
！

川㟢 紗
さ

月
つき

ちゃん

R1年6月5日生（忠見）

♡
祝
1
歳
♡
い
つ
も
笑
顔
の
ご
う

ち
ゃ
ん
。
4
人
仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

春口 剛
ごう

輝
き

ちゃん

R1年6月6日生（本村）

1
歳
お
め
で
と
う
！
陸
人
の
笑
顔

が
癒
や
し
♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

吉田 陸
りく

人
と

ちゃん

R1年6月7日生（黒木町笠原）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
お
姉
ち
ゃ
ん

と
沢
山
遊
ん
で
、
大
き
く
育
っ
て
ね

♪
♪

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か

ら
も
笑
顔
で
す
く
す
く
育
っ
て
ね

♡

内藤 光
こう

星
せい

ちゃん

金納 愛
あい

結
み

ちゃん

R1年6月19日生（忠見）

R1年6月29日生（蒲原）

か
な
た
く
ん
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り

が
と
う
！
お
兄
ち
ゃ
ん
と
元
気
に

育
っ
て
ね
！

松尾 要
かな

汰
た

ちゃん

R1年6月14日生（岩崎）

太
さ
ん
の
笑
顔
に
い
つ
も
癒
や
さ

れ
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

中村 太
たい

星
せい

ちゃん

R1年6月10日生（馬場）

い
っ
せ
い
1
歳
の
誕
生
日
お
め
で

と
う
☆
こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
大

き
く
な
ぁ
れ
。

西江 一
いっ

生
せい

ちゃん

R1年6月26日生（本）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね

♡

中島 拓
た

空
く

ちゃん

R1年6月21日生（黒土）

あ
ん
ち
ゃ
ん
1
歳
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
可
愛
く
元
気
に
育
っ
て

ね
☆

山口 晏
あん

奈
な

ちゃん

R1年6月8日生（星野村）

翔
心
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

に
ぃ
に
と
ね
ぇ
ね
と
仲
良
く
す
く

す
く
育
っ
て
ね
！

大淵 翔
と

心
な

ちゃん

R1年6月25日生（本村）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
休
日
は
極
力
外
出
を
控
え
、

網
戸
の
張
り
替
え
や
ワ
ッ
ク
ス

が
け
な
ど
、家
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
Ｙ
・

Ｎ
）

▼
緊
急
事
態
措
置
が
解
除
と
な

り
ま
し
た
が
、
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
感
染
防
止
策
を
講
じ
な

が
ら
、
広
報
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Y・

Y
）

▼
桜
の
花
を
愛
で
る
こ
と
も
、

藤
の
花
の
香
り
を
か
ぐ
こ
と
も

な
く
終
わ
っ
た
今
年
の
春
。
来

年
は
こ
そ
は
、
お
も
い
っ
き
り

春
を
満
喫
で
き
ま
す
よ
う
に
。

（
Ｋ
・
Ｓ
）
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